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多世代交流館と
大間々公民館の
インスタグラム
みてね！

ワークショップコレクション
ｉｎ多世代交流館

み
ど
モ
ス
も
一
緒
に
体
験

多
世
代
交
流
館
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

　2
月
15
日
（
日
）
、
多
世
代
交
流
館
を
会
場
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
名
の
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
が
示
す
と
お
り
、
た
く
さ
ん
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
集
め
ら
れ
た

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　当
日
は
４
０
０
人
近
い
来
場
者
が
様
々
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
体
験
。
み

ど
り
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
み
ど
モ
ス
も
来
場
し
、
す
べ
て
の
会

場
を
巡
り
ま
し
た
。

会場にはみどモスも。ミュージカル体験のみなさんと

　最
も
体
験
人
数
が
多
か
っ
た
の
は
、
「
ジ

ジ
四
駆
大
島
屋
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」
さ
ん
の
ミ
ニ
四

駆
体
験
で
し
た
。
全
長
１
６
７
ｍ
あ
ま
り
、

教
室
か
ら
飛
び
出
し
て
、
廊
下
ま
で
駆
け
巡

る
複
雑
な
立
体
コ
ー
ス
で
、
多
く
の
方
が
ミ

ニ
四
駆
の
難
し
さ
と
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
し

た
。　2

番
人
気
は
、
午
後
か
ら
開
始
さ
れ
た
和

菓
子
づ
く
り
体
験
で
し
た
。
大
間
々
を
代
表

す
る
和
菓
子
職
人
の
一
人
で
あ
る
大
間
々
青

柳
の
小
倉
さ
ん
が
、
午
年
に
ち
な
ん
だ
馬
の

練
り
切
り
と
、
う
ぐ
い
す
餅
の
作
り
方
を
熱

心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　小
さ
な
お
子
さ
ん
向
け
で
は
、
「
桐
生
・

み
ど
り
子
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
よ

る
う
ち
わ
づ
く
り
。
「
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
と
・
と
・
ろ
の
家
」
の
絵
本
読
み
聞
か

せ
と
あ
わ
せ
て
た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
が
楽

し
く
学
び
ま
し
た
。

　も
の
作
り
系
で
は
、
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
手

芸
（
カ
ゴ
編
み
）
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
や

か
わ
い
い
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、

鹿
革
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
ス
ラ
イ
ム
作
り
、

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
な
ど
が
人
気
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

　食
べ
物
系
で
は
、
先
に
紹
介
し
た
和
菓
子

の
ほ
か
、
唐
揚
げ
調
理
実
習
が
行
わ
れ
、
大

人
か
ら
子
ど
も
ま
で
揚
げ
物
の
お
い
し
そ
う

な
匂
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
み
ど
り

市
女
性
会
の
豚
汁
配
布
も
好
評
で
、
野
菜

た
っ
ぷ
り
で
熱
々
の
豚
汁
を
た
く
さ
ん
の
方

が
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　ス
ポ
ー
ツ
系
で
は
、
３
Ｂ
体
操
や
命
の
貯

蓄
体
操
な
ど
、
健
康
づ
く
り
に
標
準
を
合
わ

せ
た
体
操
の
ほ
か
、
ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
体
験

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
は
ア

メ
リ
カ
な
ど
で
人
気
が
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
一
つ
で
、
大
人
と
子
ど
も
が
一
緒
に

な
っ
て
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
ダ
ン
ス
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

な
ど
、
体
を
使
っ
て
表
現
す
る
体
験
は
見
て

い
て
躍
動
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　日
本
の
伝
統
芸
能
と
し
て
、
日
本
舞
踊
を

紹
介
す
る
体
験
で
は
、
艶
や
か
な
踊
り
の
披

露
や
、
扇
子
の
使
い
方
の
レ
ッ
ス
ン
を
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
「
能
」
の
体
験
で
は
、

能
面
を
装
着
し
た
り
、
長
刀
を
扱
う
な
ど
貴

重
な
体
験
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　変
わ
っ
た
体
験
と
し
て
は
、
無
施
肥
無
農

薬
の
野
菜
作
り
「
菌
ち
ゃ
ん
農
法
」
の
プ
ラ

ン
タ
ー
づ
く
り
や
、
介
護
の
現
場
で
活
躍
す

る
「
認
知
症
マ
フ
づ
く
り
」
、
筆
記
用
具
の

持
ち
方
が
簡
単
に
矯
正
で
き
る
筆
記
体
験
が

あ
り
ま
し
た
。

認知症マフは筒状の編み物
にかわいいチャームがつき
ます。筒の中に手を入れる
と、手触りが心を落ち着け
るのだそうです。
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心
が
こ
も
っ
た
手
作
り
味
噌

大豆に塩・麹を混ぜる作業

保存食の優等生

連
続
す
る
３
日
程
度
か
け
て
作

業
し
ま
す
。

　大
釜
で
大
豆
を
煮
る
、
塩
・

麹
を
混
ぜ
る
等
の
作
業
時
に
は

事
務
室
ま
で
麹
の
香
り
が
届
き

ま
す
。

　秋
に
収
穫
し
た
大
豆
を
加
工

し
、
数
ヶ
月
の
熟
成
を
経
て
食

卓
に
並
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　味
噌
は
保
存
食
と
し
て
優
秀

な
発
酵
食
品
で
す
。
手
作
り
の

味
噌
は
風
味
も
格
別
で
す
。
こ

の
伝
統
が
長
く
続
い
て
い
く
と

い
い
で
す
ね
。

　
　

　

の
堀
マ
ラ
ソ
ン
が
中
止
に
な
る

な
ど
、
足
下
の
混
乱
も
あ
る
状

況
下
で
し
た
が
、
多
く
の
住
民

が
投
票
に
訪
れ
ま
し
た
。

　来
場
者
に
は
、
旧
福
岡
西
小

学
校
の
卒
業
生
も
い
て
、
「
廃

校
前
は
、
こ
こ
が
職
員
室
だ
っ

た
ん
だ
よ
ね
。
」
な
ど
と
、
懐

か
し
が
り
、
館
内
を
見
学
す
る

来
館
者
も
い
ま
し
た
。

　今
後
の
選
挙
も
当
館
が
会
場

に
な
る
予
定
で
す
。

　１
月
25
日
（
日
）
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
桐
生
支
部
「
お
や
こ
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
調
理
実
習
室
で
、

ク
レ
ー
プ
を
作
り
ま
し
た
。

　フ
ラ
イ
パ
ン
で
生
地
を
焼
き
、

　

ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
、
果
物
等

を
入
れ
た
ス
ィ
ー
ツ
の
他
、
レ

タ
ス
、
ツ
ナ
等
を
入
れ
た
り
、

メ
ニ
ュ
ー
は
様
々
。

　参
加
者
の
女
の
子
た
ち
は

作
っ
て
食
べ
て
良
い
笑
顔
で
し

た
。

調
理
実
習
室
の
活
用料理って楽しい♪

　2
月
7
日
（
土
）
多
世
代
交

流
館
の
調
理
実
習
室
に
て
、

「
み
ど
り
市
の
地
酒
講
座
」
全

３
回
の
う
ち
の
３
回
目
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

　ま
ず
、
「
赤
城
山
」
近
藤
酒

造
の
近
藤
社
長
か
ら
日
本
酒
の

種
類
や
最
近
の
ト
レ
ン
ド
、
近

藤
酒
造
で
の
取
り
組
み
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

　

　食
品
加
工
室
で
は
、
毎
年
こ
の

時
期
に
な
る
と
、
恒
例
作
業
が
始

ま
り
ま
す
。

　い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
が
味
噌

作
り
を
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

　2
月
8
日
（
日
）
、
多
世
代
交

流
館
の
交
流
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
投
票

所
が
開
設
さ
れ
、
衆
議
院
議
員
の

選
出
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
是

非
を
問
う
場
に
な
り
ま
し
た
。

　多
世
代
交
流
館
に
投
票
所
が
開

設
さ
れ
た
の
は
、
令
和
元
年
の
開

館
以
来
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　こ
の
日
は
、
前
夜
か
ら
の
降
雪

が
大
雪
と
な
り
、
桐
生
で
は
恒
例

座
学
と
調
理
実
習
で
お
酒
の
文
化
を
学
ぶ

　次
に
、
銀
座
の
料
亭
で
修
行

し
、
現
在
は
パ
テ
ィ
シ
エ
の
星

野
光
輝
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、

酒
肴
の
調
理
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
鳴
門
市
田
柿
や
鮭
寿
司
な

ど
上
品
で
繊
細
な
前
菜
料
理
５

品
に
挑
み
、
普
段
は
料
理
を
し

先生のマンツーマン指導で上手にお料理

な
い
方
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　実
習
後
は
、
自
分
達
が
実
習

で
作
っ
た
肴
を
つ
ま
み
な
が
ら
、

近
藤
酒
造
提
供
の
地
酒
数
種
類

を
飲
み
比
べ
ら
べ
。

　作
り
方
や
酒
米
の
違
い
か
ら

く
る
味
の
違
い
を
舌
と
香
り
で

感
じ
な
が
ら
日
本
酒
の
面
白
み

を
感
じ
る
ひ
と
と
き
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　ま
た
、
お
酒
の
楽
し
さ
を
仲

立
ち
に
、
新
し
い
飲
み
友
達
が

で
き
た
方
も
い
た
よ
う
で
す
。

多
世
代
交
流
館
が

投
票
所
に

昭
和
初
期
の
日
本
の

様
子
と
桐
生
の
事
件昭和初期の雑誌を傍らに講義

　１
月
31
日
（
土
）
多
世
代
交

流
館
に
て
、
「
昭
和
１
０
０
年

記
念
歴
史
講
座

　昭
和
初
期
を

知
る
」
と
題
し
、
昭
和
初
期
の

写
真
雑
誌
を
題
材
と
し
た
講
座

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　講
師
は
大
間
々
博
物
館
（
コ

ノ
ド
ン
ト
館
）
学
芸
員
の
田
澤
さ

ん
。　題

材
と
な
っ
た
写
真
雑
誌
は
、

市
民
の
方
か
ら
東
公
民
館
に
寄
付

さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和
最
初
期
か

ら
昭
和
４
年
ま
で
綴
ら
れ
た
月
刊

誌
「
歴
史
写
真
」
で
す
。

　講
義
前
半
は
、
こ
の
中
か
ら
当

時
の
時
代
背
景
や
事
件
、
風
俗
の

分
か
る
写
真
の
解
説
、
後
半
は
当

時
桐
生
市
で
起
き
た
昭
和
天
皇
を

巡
る
事
件
「
昭
和
天
皇
鹵
簿
誤
導

事
件
」
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　参
加
者
は
、
１
０
０
年
前
と
今

と
の
違
い
や
、
逆
に
今
と
あ
ま
り

変
わ
ら
な
い
事
柄
に
感
心
し
た
り
、

地
元
地
域
で
起
き
た
事
件
に
興
味

津
々
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　講
義
後
は
、
雑
誌
の
実
物
を
手

に
取
っ
て
読
む
機
会
も
あ
り
ま
し

た
。　


